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　界面張力 （表 面張力）に 関す る研究は 、19 世紀 に Laplace、　Young らに よ り物 理 的な概念 と し

て 提唱 された 。 実際、日常 に見 られる現象におい て 界面張力が 重要な役割を果た し て い る こ と は

多く、界面張力に関 し て さま ざまな研究がな され 、 平衡状態 にお い て は理 論体系が ほ ぼ確立され

て きた。すなわ ち 、 界面張力は界面が存在す る こ と に よ り損をする エ ネ ル ギーと し て 定義で き る 。

一
方 、 非平衡開放系にお い て は、界面張力は Marangoni 効果な どを通 して さまざまな興味深い 現

象を引き起こ す こ とが 知 られ て い る が、そ の 理論的取 り扱い に関して は確立 された理論が ほ とん

どな い
。

　わ れ われ は 、こ れ ま で に非平衡開放系 の 実験モ デル とし て 広 く用い られ る Belousov−Zhabotinsky

（BZ）反応 と呼 ばれ る化 学振動反応におい て 、化

学波の 自発 的形成に起因す る対流の 発生 、な ら

び に BZ 反応溶液微小液滴の 自発的運 動 （図）

を報告 し、そ の メカ ニ ズ ム を反 応拡散対流系の

立場か ら議論 して きた ［1，2］、 また、反 応拡散系

と界面張力変化に よる対流 との 結合に関 して、

樟脳一水系にお ける Marangoni 対流 の 発 生 を実

験 ・数値計算の 両面か ら議論 した［3］。こ の 他に

も、水一ア ル コ
ー

ル 系にお ける ア ル コ ー
ル 液滴の

運動［41や、界面活性剤水溶液中で の 油滴の 運動

［5］な ど非平衡条件 を適切 に デザ イ ン す る こ と

で界面張力変化 に起因す る 自発的運 動を生み 出

す こ とが で きる［6］。

　本発表で は上 で述べ た よ うな実験モ デル 系を

紹介す る とともに 、そ の 結果 を踏まえ、反応 拡

散系 で記述で きる系で の 自己組織化 （パ タ
ー

ン

形成）と結合 し た 自発的運動に つ い て考察する 。
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図 ：BZ 反応液滴の 自発的運動 。 油相に浮か べ

た 1 μ1の 液滴は反応波の 伝播 と同期 して 自発

的に運動す る。（a）装置図 。 （b）時空間プ ロ ッ トQ
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